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研究成果の概要（和文）：提供配偶子を伴う生殖補助技術（ART）について、提供卵子によって親になった人／
なろうとしている人へのWeb調査（N=26）から経験と意思決定理由、その他の諸要因を尋ねて、選択に際して葛
藤等検討し、医療における支援や情報に加えて、医療とは異なる支援の必要性を指摘した。さらに、1）提供卵
子によって親になった人／親になろうとしている人、2）提供精子によって生まれた人、3）医師と多職種（助
産、臨床心理士、社会福祉士等）、4）卵子を他人の生殖医療技術のために提供した人、5）法・制度の研究者、
計29人に聞き取り調査を行い、生殖医療技術がもたらした選択肢についての意思決定要因を検討、考察した。

研究成果の概要（英文）：First, we conducted an online survey asking about experiences, reasons for 
decision-making, and other factors regarding assisted reproductive technology (ART) with donated 
gametes to people who underwent it or are preparing to do it. From the results, we pointed out the 
need for social support that is different from medical care, information, and people who can talk 
about childcare. Then we conducted interviews with 29 people, including 1) the person who became a 
parent or a prospecting parent through egg donation, 2) the person who was born through sperm 
donation, 3) physicians and professionals (midwives, clinical psychologists, and social workers), 4)
 the person who donated her eggs for others, and 5) researchers of laws, bioethics, and other fields
 in order to examine decision-making factors regarding options in Japan. 

研究分野： Medical Anthropology

キーワード： 生殖補助医療　不妊治療　親子関係　提供卵子　選択　受容　葛藤　躊躇

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
第三者が関わる生殖補助医療により生まれた子とその親との法的関係についてはしばしば論じられてきたが、社
会的、心理的、文化（価値規範を含む倫理）的な問題については論じられていない。本研究では、卵子提供（提
供卵子）によって子どもをもった人の意識、経験などを調査し、親になる人にとっても生まれてくる人にとって
も人格が尊重され、権利を擁護する方策を考える基礎資料を提供する。まず、この技術をめぐる社会的、心理
的、文化的課題を明らかにし、解決方法を検討した。これは、本研究の学術的意義である。さらに、親になった
人が抱いている悩みやその解決方法について検討し、明らかにしたことが社会的意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
（1）第三者が関わる生殖補助医療技術の先進国では、その実施に関する規制、生まれた子の情
報管理等を詳細に定めている国が少なくない。日本ではようやく 2020 年に「生殖補助医療の提
供等及びこれにより出生した子の親子関係に関する民法の特例に関する法律」が制定され、第三
者の配偶子・胚を用いる生殖補助医療によって生まれた子の親子関係を民法の特例として定め
たところである。この法律によって配偶子（精子・卵子）と胚の提供による生殖補助医療が実質
的に認められたと理解されているが、①誰がこの医療を用いることができるのか（男女の夫婦以
外に同性カップル、未婚の個人は利用できるのか）、②誰が配偶子・胚の提供者になり、どんな
条件で提供するのか、③生まれた子どもは遺伝的なつながりのある配偶子・胚提供者の情報を知
ることができるのか（出自を知る権利が認められるのか）など、具体的な内容は定まっていない。 
（2）日本では 1948 年以降に実施されてきた提供精子による人工授精（AID）によって生まれた
人が、出自を知る権利を 2000 年代前半から求めてきた。一方、提供卵子による生殖補助医療で
は、1990 年代末に日本初の子どもが誕生したことが報道されている。だが、海外において精子
や卵子の第三者への提供を実施する医療機関や配偶子提供者を紹介・あっせんする団体が数多
くあり、主にインターネットで日本語でも、配偶子の提供者と提供を受けて妊娠を希望する人を
募っている。自分の卵子で体外受精等の不妊治療を繰り返しても子どもが得られなかった人に
とっては、比較的年齢が若い人から卵子の提供を受けて生殖補助医療を行うと、子どもを得られ
る確率が高まるとされている。そのため、2010 年代にはすでに提供卵子による生殖補助医療を
求めて海外渡航し、日本で出産した人が年間 300 人に上ったという推定が示されていた（竹下、
2013）。その後、コロナ禍の渡航制限を経て、2023 年現在、海外渡航による生殖補助医療を受け
る人は増えていると推定される。 
海外でこの医療を受けて子どもを得られた場合に、国によって法律が異なり、生まれた子ども
が提供者の情報を知ることが可能か（出自を知る権利が保障されるか）は、国によって、あるい
は医療機関やあっせん団体によって異なり、子どもへの情報開示を認めている場合であっても、
開示される情報の内容も様々である（仙波、2016）。 
（3）日本では、日本生殖補助医療標準化機関(JISART）に加盟している医療機関の一部と、NPO
法人 OD-NET（卵子提供登録支援団体）がそれぞれに指針を設けて第三者が関わる生殖補助医療
を実施している。あるいは、海外でこの医療技術を用いて妊娠し、出産した人々が存在する。し
かし、この生殖補助医療の実施が、子どもを望む人の希望を実現することを目的にしながらも、
提供配偶子によって子どもを持った人の不安や悩みに応える機関がほとんどなく、一部の医療
者や当事者団体がその支援を担っている状況である。卵子提供を受け母親になった日本の女性
を対象とする調査から、育児期の感情には喜びとともに不安があることや、状況について共有で
きる人がいないことによる負荷があることが指摘されている（白井 2015）。柘植は卵子提供を受
けて子を持ったアメリカの女性に対する調査から、卵子提供を選択する際や出産後の倫理的社
会的葛藤と課題の存在を示した（柘植 2018）。 
 
２．研究の目的 
 以上の問題関心から、国内外において提供卵子によって子どもを持った人たちが抱える課題
や問題を法的、社会的、心理的、倫理的な側面から明らかにする学術的な考察を行う。加えて、
それらの課題や問題への対応策を具体的に検討し、実践的な提言を行うことをも、本研究の目的
とした。 
 
３．研究の方法 
本研究の申請時点(2019 年)では、提供配偶子を用いた生殖補助医療によって親になった人と
その支援をしている医療や福祉、心理等の専門家への聞き取り調査を実施する予定であったが、
調査開始がコロナ禍と重なる 2020 年 4月だったため、研究の実施が半年ほど遅れた。その後、
オンラインによる医療者や専門家への聞き取りは実施できたが、実際に親になった人／親にな
ろうとしている人への聞き取り件数はわずかだった。 
そのため、調査計画を変更し、Web アンケート調査を実施した。アンケート調査は、それまで
の聞き取り調査の結果を参考にして質問項目等を作成して、所属機関の研究倫理委員会の審査、
承認※を得た後に、調査会社に Web アンケート調査のサイト構築を委託した。調査は 2021 年 10
月 9日から 2022 年 1月 5日に「卵子提供に関わる経験についての意識調査」として実施した。
冒頭に、回答に進むことで調査に同意したとみなす旨を記した。日本語で回答できる 20 代から
60 代の卵子提供を受けた経験がある女性、あるいは卵子提供を受ける準備を具体的に進めてい
る女性を対象とした。質問内容は、①年齢や婚姻関係、子の有無等の基本的属性、②不妊治療の
経験、③卵子提供を伴う生殖補助医療に関する経験とその方法によって子を持つことに対する
理由、迷いや悩み等を尋ねた。さらに、医療機関や卵子提供者をあっせんした団体のある国、卵
子提供者についての情報等についての設問を作成した。その後、卵子提供を受けて子を持った人
／持ちたいと希望している人の自助グループ、不妊治療・妊娠・出産等をテーマにしたウェブの
コミュニティ、SNS などに主宰者等の許可を得て調査サイトのリンクを紹介した。回収したデー



タはデータクリーニングをした後に単純集計とクロス集計を行い、さらに自由記述回答につい
ては、アフターコーディング、およびグランデッド・セオリー・アプローチに基づく、選択的コ
ーディングをして、カテゴリーにまとめる作業をして考察した。 
2021 年度後半には、一般にもオンラインでの対面の面接ツールが普及し、卵子提供によって
親になった人への聞き取り調査を再開した。2022 年度には卵子提供によって親になった人に加
えて、卵子を提供した人への聞き取り調査への協力者を経て、オンラインまたは直接面接での聞
き取りを行った。 
※明治学院大学社会学部社会学科調査・研究倫理委員会承認（21SG-001）、神戸薬科大学研究
倫理委員会承認（KPU-IRB-2021-04）。 
 
４．研究成果 
（1）Web アンケート調査結果 
回答件数は 33件あったが、うち 7件は提供卵子による生殖補助医療を受けたことがなく、受
けるための具体的な準備もしていなかったため、26 件を有効回答とした。26 人の回答者の回答
時平均年齢は 47歳であった。26 人中、全員が不妊治療を受けた経験があり、不妊治療期間は 5
年以上 10年未満が一番多い 15 人を占めた。うち、提供卵子による生殖補助医療を受けたことが
あったのは 19人、提供卵子による生殖補助医療を受ける準備中だったのは 7人だった。婚姻状
況は 25 人が既婚、1 人が「独身で別居のパートナーがいる」と記していた。有子は 26 人中 20
人、無子は 6人であった。そのうち、提供卵子によって生まれた子は 17 人であった。子どもの
数は 1 人が 16 人、2 人が 3 人、3 人が 1 人だった。うち提供卵子によって生まれた子が 2 人い
る回答者が 3人、3人いる回答者が 1人いた。 
卵子提供による生殖補助医療を受けた医療機関が国内か海外のいずれにあるかを尋ねたとこ
ろ、国内という回答が 11件、海外という回答が 15件あった。卵子提供者のあっせん機関が医療
機関と異なる場合もあるため、あっせん機関があるのが国内か海外についても尋ねたところ、国
内が 11件、海外が 15件だった。卵子提供者との関係は、姉妹や友人よりも、卵子提供者紹介・
あっせん団体と医療機関（おもに海外の医療機関）が多かった。 
卵子提供を受けて、子どもを持ちたかった理由をで、選択式の複数回答にて尋ねた[表 Q41]。 
 
[表 Q41]卵子提供を受けて、子どもを持ちたかった理由 （n=26 複数回答） 

 
回答の過半数を占めたのは、「子育てしたかった」「親になりたかった」「愛する人の子どもが
ほしかった」であり、3 割から 4 割が「妊娠や出産を経験したかった」「子どもがいると生活が
楽しくなると思った」「親に孫を抱かせたいと思った」「子どもが好き」が続いた。さらに、子ど
もを持つほうがよいという期待やプレッシャーを感じたことがあるか（n=26 単一回答）と尋ね
たところ、26人中 17人が「ある」と答えた。また、卵子提供を受けて子どもを持とうとした人
（準備中を含む）の属性として、海外在住歴のある人の割合が高いことも把握された。 
意識質問への回答（5件法）では、「精子・卵子・胚の提供で生まれてきた子どもに…事実を知
らせるべきだ」については「とてもそう思う」「どちらかというとそう思う」の合計は 73％とな
った。「子どもが希望したら、提供者の詳細な情報（個人特定情報含む）を知らせるべき」につ
いては、「とてもそう思う」「どちらかというとそう思う」の合計は 80％を占めた。「女性は子ど
もを産んで一人前だ」については、「まったくそう思わない」「どちらかというとそう思わない」
が 73％だったことに加えて、「子どもがいなくても幸福な人生を送れる」「とてもそう思う」「ど
ちらかというとそう思う」の合計は 69％だった。これ以外の設問への回答を含めて、回答傾向
としては、家族の多様性を認める意識を持つ人が多数であったが、少数とはいえ、親子の血のつ
ながりにこだわる人、子どもに事実を話さないとする人、子どもが提供者の情報を得ることに消
極的な意識を回答する人たちがおよそ 2割存在したことにも留意する必要がある。 
また、提供卵子による生殖補助医療を受けられる人の条件を尋ねたところ、条件は必要ないの
で誰でも受けられるようにすべきという意見、つまり、年齢制限をしない、婚姻関係を問わずに
（独身や同性カップルも含めて）利用できるようにすべきとする意見と、何らかの制限は必要で
あり年齢、不妊原因、身体的リスク、近親婚を避ける、子どもを育てる環境などをあげる人の 2



グループに分かれたので、その自由記述内容を検討した。年齢制限は不要とする意見は、年齢が
高いことを理由にそれまでに不妊治療の補助金を受けられなかったり、体外受精を受けられな
かったりした経験を有する人が記述する傾向が見られた。また、条件は不要と答えた人も、子ど
もを育てる環境や親の責任が重要であるとの記述が数件見られた。 
精子提供を受けた男性不妊患者についての先行研究においては、出産を機に子どもに対する
気持ちが変化すると指摘されている（久慈他 2000）ため、卵子提供を受ける前、卵子提供を受
けて生殖補助医療の施術を受けている時期、卵子提供によって妊娠・出産した後などの時期に区
切って、「迷ったこと、悩んだこと」、「心配なこと」について尋ねた。その回答について、時期
による変化の比較考察を行った。結果から、卵子提供を受ける前には、倫理的課題、誰に伝える
か、親子や夫婦の関係、生まれる子に事実を伝えることや子が出自を知る権利など、「迷ったこ
と、悩んだこと」、「心配なこと」は広範囲にわたったが、生殖補助医療の施術が始まると、治療
の進捗や成功／不成功などに関する内容が多くを占めるようになった。子どもが生まれてから
は、他人から親と似ていないと言われることへの心配、子どもが医療機関にかかったときに親の
病歴を尋ねられて困ること、そして事実を子どもにいついかに伝えるのかなどが記されていた。
一方で、「迷ったこと、悩んだこと」、「心配なこと」はないとの回答もあり、その違いについて
の考察は今後公表していく。 
 
（2）インタビュー調査 
インタビュー協力者は表 I-1 に示すように、①提供配偶子による生殖補助医療に関する専門
家（医療者を含む）、②精子提供で生まれてその事実を知って活動をしている１グループ（5 人
がグループインタビューに参加）、③卵子提供者 5人、④提供卵子による生殖補助医療で母にな
った人 6 人、両親になった夫婦 1 組、⑤提供卵子による生殖補助医療を受ける準備中の 1 人で
ある。 
 ①のインタビューでは、日本における精子や卵子の提供による生殖補助医療の実状と、多様な
課題、問題が指摘された。たとえば、海外にて卵子の提供を受けて妊娠し、日本で出産をする際
に、日本で相談やサポートを受けるのが難
しいこと、とくに卵子提供による妊娠は高
年齢の妊娠・出産であるために医療的にさ
まざまなリスクが存在するために出産を断
られる医療機関があったこと、逆に、妊娠
前に出産リスクについてそれほど心配して
いなかった／いない人（医療者から説明さ
れていなかった人）の存在が把握された。
また、国によって法律や制度が異なるため
に、配偶子提供者について得られる情報や、
生まれた子どもの出自を知る権利について
の状況が異なること、生殖補助医療を受け
て子どもをもつ選択をするまでに話し合っ
た方がよい子育てにかかわる課題や夫婦
間、親子間で生じうる問題について十分に考えていた人たちと、考えていなかった人たちの存在
が把握された。 
 ②のインタビューにおいては、AID で生まれたという事実を成長するまで隠されてきたために、
事実を知って衝撃を受けたこと、自分が誰なのかというアイデンティティが崩れ、つらい経験を
したこと、法的・社会的親が生まれた子に嘘をついてきたことから親に対して不信感を抱いたこ
となどが述べられたうえで、提供者について知りたい情報はそれぞれに異なるが、提供者を特定
できる情報を含めた情報にアクセスできる法整備と情報管理機関の設置を望むことなどの意見
がだされた。 
 ③のインタビューでは、5人全員がボランティアでの提供であり、日本の医療機関において匿
名の第三者への卵子提供をした人であった。また、生まれた子どもが一定の年齢に達した際に、
子どもが望めば情報開示することに承諾していた。この５人は、商業的な配偶子提供のあっせん
団体に卵子を提供した人たちとは、意識や情報、考え方が異なる（集団間の偏りがある）と想定
される。インタビューの結果として、5人の調査時年齢は 20代前半から 40 代前半、卵子提供時
年齢は 20 代前半から 30 代後半であった。他人が子どもをもつために卵子を提供した理由とし
て、ア）既婚で子どもがいる 2人は、自分には卵子が不要であり、それが他の人の役にたつのな
らと思い提供した、イ）未婚であり、現在子どもを望んでいるわけではないため、他の人の役に
立つならと思い提供した、ウ）娘に疾患があり、子どもを望んだ際に卵子提供を受けられるよう
な制度整備を進めて欲しいという気持ちから提供した、という 3タイプに分類できた。5人全員
が、卵子提供の際の経費と若干の謝礼は受け入れるが、原則、無償での提供にこだわり、商業的
な卵子提供については批判的か、少なくとも自分は選ばないという回答だった。生まれる子ども
が出自を知る権利は子にとって重要だと認識しており、成長した本人から面会希望があれば会
うが、自分は「本当の母親」ではなく産んで育てた人が「本当の母親」だと説明するとしていた。
この 5人は、排卵誘発剤の投与（自己注射）と採卵に伴う副作用については医師とカウンセラー
から繰り返し説明されていた。そのため、副作用を経験した人もいたが、医療者がすぐに対応し

表 I-1 インタビュー協力者 人数 

①提供配偶子による生殖補助医療
に関する専門家・支援者 

9人 

②精子提供で生まれてその事実を知
って活動をしている１グループ 

1 グループ
（5人） 

③卵子提供者 5人 

④提供卵子による生殖補助医療で
母になった人、両親になった夫婦 

5人と夫婦
1組 

⑤提供卵子による生殖補助医療を
受ける準備中の人 

1人 

合計人数 27人 



たためにいずれも重篤ではなく、不安はなかった／あまりなかった、と述べていた。5人のうち
2回目の提供をした人は 1人、2回目の提供を考えている人は 2人いた。卵子提供経験者の子ど
もをもつことについての考えは多様であったが、「子どもを望む人にとっては」、子どもができる
ことは良いことであるという内容を全員が述べていた。 
 ④のインタビューは、調査時年齢は 30 代後半から 50 代半ば、提供卵子による出産年齢は 30
代前半から 40 代後半であった。提供卵子による妊娠・出産をした理由は、ア）既婚で不妊治療
を続けてきたがうまくいかず、年齢が高くなって採卵ができなくなったり、胚が子宮に着床しな
くなったりしたために、提供卵子という方法を選択した人、イ）比較的年齢が若いうちから卵子
や卵巣にかかわる疾患のために、自己卵での妊娠ができなかったため、医師等から提供卵子によ
る妊娠・出産の方法を知らされて、検討の末に実施した人に分けられた。イ）の中には、提供卵
子についての情報がなく、長年、不妊治療を行った末に提供卵子を選択した人も含まれている。
卵子の提供を受けた場所は海外と国内に分かれた。海外の場合には、アメリカ、台湾、タイが含
まれた。国内で施術を受けた人の場合は、非営利の卵子提供あっせん機関を通して提供を受けた
人、姉妹や友人からの卵子提供を受けた人であった。その他、コロナ禍などを理由に、配偶子や
胚の空輸などの特殊な形態が複数報告されたが詳細は省く。また、④には継続インタビュー協力
者が 2 人含まれている。このインタビューに協力してもらった 5 人と夫婦 1 組はすべて子ども
が得られていたため、インタビュー結果の偏りの可能性を考慮しながら検討した。加えて、④の
調査の回答者は、すべて婚姻しており、結婚当初から子どもを望む気持ちが強かったことを述べ
た人が多かった。ただし、一定のキャリアを積んでから結婚した人、結婚しても忙しい仕事をこ
なしていた人も含まれ、不妊治療をしても自己卵子では妊娠が難しい年齢になったことの説明
がなされた。アンケート調査には、未婚で提供卵子によって子どもを得た回答者の回答があった
が、婚姻関係と子どもをもつことの意識の違いについては今後の検討としたい。子どもを得られ
た人全員が、有償、無償に関係なく、卵子提供者に感謝していた。卵子提供者を決める際には、
提供者を選べないルールの場合と、血液型や外見の大きな特徴など一部分の要素のみ選べる場
合と、多くの要素が示されて選べる場合の３つに分けられた。それは、卵子提供を受ける国の法
律やあっせん団体の規則に基づき、また、卵子提供者の登録人数によっても異なっていた。商業
的なあっせん業者の場合には、提供者を選べる傾向が強く、卵子提供者の写真や子どもの頃の写
真を見て選んだと述べた人たちがいた。提供卵子によって妊娠した後の経過については、妊娠し
た女性（インタビュー協力者）の年齢、仕事との両立、その他さまざまな要因によって、重いつ
わりに苦しんだり、切迫流産になり安静にしなければならなかったために仕事を辞めたり、妊娠
高血圧腎症や妊娠糖尿病にかかった人もいた。いずれの場合にも、医師からは「卵子提供による
症状ではない」と説明されていた。帝王切開の事例が多かったが経腟分娩の人もいた。 
 半数以上が提供卵子によって子どもを持つことを決める前に養子縁組について検討したこと
があると答えていた。しかし、養子縁組に至るまでの時間がかかること、周囲の理解がないこと、
女性の側がフルタイムで働くことが難しいなどの理由から断念していた。生まれた子に提供卵
子による出生の事実を伝えるか否かについては、養子縁組の検討をしていた人は、養子縁組にお
いても、事実を伝えることや子どもが出自を知る権利の重要性が説明されていたために、事実を
伝えていること、生まれた子どもが提供者について知りたいと希望した際にはそれが可能なシ
ステムを望むと答えた。事実を伝えること、子どもの希望を尊重したいがそれが可能なシステム
ではないことから、いつ、いかに伝えるかが難しいという意見もあった。提供者が姉妹や友人の
場合は、提供者から事実を知らせる了解が得られており、伝えると答えた。今回の調査では、子
どもの年齢が 5歳未満の人が多かったために、子どもが思春期以降の心配をしていた人もいた。
ただし、育児や親子関係の課題は提供卵子ではなくとも同じであるという意見の人もいた。 
最後に、提供卵子による妊娠・出産した人の特徴として、海外在住歴があったり、身近な人が
海外在住で海外の情報に日常的に接している人の割合が高いことが特徴として認められた。加
えて、不妊治療や提供卵子による妊娠・出産にかかる費用負担が大きいため、それを支払える経
済力がある人たちである傾向も把握できた。また、卵子提供者と提供卵子によって出産した人の
中に医療者の割合が高い傾向が見られたが、事例数が少ないことと集団の偏りがあることなど、
今後のさらなる検討が必要である。 
さらに詳細な考察は、今後、論文等を発表していく。 
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